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日本人移民は
こうして｢カナダ人｣になった

『日刊民衆』を武器とした日本人ネットワーク

東京経済大学名誉教授 ISBN978-4-8295-0628-8

田村紀雄著 四六判ソフトカバー 300頁 本体 2,300円＋税

戦前カナダに渡った３万人の日本人移民は
異文化社会でどう生き抜いたのか

日本人労働者のカナダ社会への同化、地位向上に一身を捧げたジャーナリスト
鈴木悦、パートナーとして鈴木を支えた作家田村俊子、鈴木の後継者として日
系人社会をリードした梅月高市……

個性あふれる人々が『日刊民衆』というメディアを武器に強固なネットワークを形成して
いく過程を生き生きと描いたノンフィクション
梅月高市の個人日誌、『日刊民衆』の記事、日本人・カナダ人労働者の聞き書き・手紙など、
これまで知られていない資料を駆使して新たな事実を発掘

日本人森林労
働者達の手で
つくられた新
聞『日刊民衆』 キャンプミル労組の初期の指導者 日本とカナダの労組幹部たち

第１章 『日刊民衆』の鉱脈を掘り当てる
第２章 スワンソンベイ争議の教訓
第３章 鈴木悦の死と梅月高市へのリレー
第４章 カナダ労働党と日本人労働者
第５章 イングルウッド・ミルでの「住民自治」
第６章 ジョン・ニヘイ、運動家の一生
第７章 ポートアリスとカンパニー・タウン
第８章 帝国海軍と加藤勘十のミッション
第９章 「梅月高市日誌」の発見

第10章 運動の拠点群・バンクーバー島
第11章 加藤勘十のキャンプ巡回講演
第12章 二世の成長と英字新聞の創刊
第13章 日米間の緊迫に怯える日系コミュニティ
第14章 『日刊民衆』に発行禁止命令、ひとつの時代終焉
第15章 全日本人、生業から追放、「ローカル31」の整理
第16章 『日刊民衆』側、再刊運動続ける
第17章 『日刊民衆』の仲間たちが一応の決着をつける
第18章 森の男たち、新聞機材を背負ってロッキー山脈の麓へ

９月上旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ８月22日（金） です
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日本人移民は
こうして「カナダ人」になった

９月新刊 本体 2,300円
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